
 第３号様式（第６条第１項関係） 

市長 副市長 部長 課長 主幹・副主幹 主査・主査補 班員 

       

付議・報告部課      

令和６年１２月１９日 

会議結果報告書（行政経営戦略会議） 

１ 日時及び場所 

令和６年１２月１９日（木）午前9時50分～ 本庁舎4階大委員会室 

２ 出席者 

企画財政部 板橋部長 

企画政策課 齋藤主査補 

３ 件名 

第６次総合計画基本構想（素案）について 

４ 会議結果 

□ 案のとおり決定する。 

■ 一部修正の上、決定する。 

□ 継続して検討する。 

□ 案を否決する。 

□ 報告を了承する。 

５ 会議内容 

・５ページの３．将来像の下部、将来像の説明について「循環」「挑戦」「守り」がど

れかわかるようにしてほしい。 

→精査する。 

 

・外国人との共生なども意識して前期基本計画を策定するように。 

→３ページの今後10年間の重要なテーマのうち（6）居場所・交流の場の創出におい

て、触れている。今後前期基本計画を策定するうえで具体的に取組を考えていく。 

 

・資料1の2ページ目のMVVについて、バリュー部分が6つの目指すまち以降となってお

り、曖昧なので、もう少し具体的に示せないか。 

→具体的には「6つの目指すまち」と「まちづくりの推進の考え方」が該当するため、

そのように修正する。 

 

・企業との兼ね合いを考えて前期基本計画を策定するように。 

→５．まちづくりの推進の考え方の＜共有＞＜分野横断＞＜連携・協働＞の基、取組を

策定する過程で、企業との兼ね合いも意識して策定する。 

 

・バリュー部分について、現在の順番を「挑戦」→「守り」→「共有」→「分野横断」

→「連携・協働」の順にできないか。 

→掲載順について検討する。 

備考 会議内容を簡潔に記載すること。 



　第１号様式その２（第４条第４項関係）

年 月 日

件　　　名

計画の概要

論点（決定を要
する事項）

部内会議や関
係課等との調整
結果（主な意
見・懸案事項）

項目

条例規則

議会説明

市民参加

付議書公表■ □ □ □ （

案件提出
事由

関係法令等

関係課

事業費

カテゴリー

今後の
スケジュール

千円 （うち特定財源 千円）

有 パブリックコメント１２月２６日（木）～１月２２日（水）

公開 非公開 部分非 時限非 まで）

無

有 行政運営報告　１２月 広報・ＨＰ等 有 １月広報　HP掲載

無 報道発表

１０月３日（水）　第３回部長会議……基本構想（素案）について
主な意見：ロジックモデルに基づき、将来像からバックキャスト的に紐づくような体系にし
たほうが良い→意見のとおり修正
１０月２３日（水）　第２回総合計画審議会……基本構想（素案）について
主な意見：記載されている取組について実際に実現性はあるか→基本構想は方向性を
示す役割のため、取組や事業の記載ではなくその目的（方向性）を示す表現に修正
１１月２７日（水）　　第３回総合計画審議会……基本構想（素案）修正案について

有無 方法（時期） 項目 有無 方法（時期）

１２月２６日（木）～１月２２日（水）……パブリックコメント
１月下旬～２月上旬頃　策定部会……基本構想（案）について
２月上旬頃　部長会議……基本構想（案）について
３月４日（火）　第４回総合計画審議会……基本構想答申（案）について
３月２５日（火）　第５回総合計画審議会……基本構想答申について
６月　基本構想（案）の議決

第６次総合計画基本構想（素案）について

第６次総合計画基本構想の役割
　基本構想は市の行政運営を総合的かつ計画的に推進していくための最上位に位置
する計画である総合計画の一部。
　市の根本的な価値観を示した基本理念をはじめ、１０年後の市の展望を示した将来像
などで構成され、社会情勢等を踏まえた、今後１０年間の市の目指す方向性を示す役
割がある。
　
計画期間
令和８年４月１日～令和１８年３月３１日

体系と各項目の位置づけ
①まちづくりの基本理念
②今後１０年間の重要なテーマ
③将来像
④6つの目指すまち
⑤まちづくりの推進の考え方
⑥基本構想の全体像
⑦計画フレーム
⑧EBPM の考え方に基づく取組展開

各項目の位置づけについては別紙1のとおり。

白井市第６次総合計画基本構想（素案）の可否について

令和 6 12 19

付議書（行政経営戦略会議）

部課名 企画財政部企画政策課

①市政運営の基本的な方針（規程第4条第2項第1号）
ア　市政経営に関する事項

参考情報

目的 その他 手段 その他年代 全ての年代 場所 市内全域



白井市第６次総合計画

基本構想（素案）

各項目の位置づけ



まちづくり
の基本理念
何のために白井市が
存在するのか？

将来像

使命を達成できる白井市の
理想の状態とは何か？

６つの目指すまち
まちづくりの推進の考え方

将来像を実現するためには何が必要か？

• ①まちづくりの基本理念

• ②今後10年間の重要なテーマ

• ③将来像

• ④6つの目指すまち

第６次総合計画
基本構想（素案）

の構成

• ⑤まちづくりの推進の考え方

• ⑥基本構想の全体像

• ⑦計画フレーム

• ⑧EBPM の考え方に基づく取組展開

MVV
ミッション（使命）

ビジョン（理想像）

バリュー（価値基準）

白井市に関わる全ての人々が

豊かさと幸せを実感

「循環」するまち
そのための

「挑戦」「守り」

「挑戦」「守り」
「共有」

「連携・協働」
「分野横断」
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便利なまち 

安心なくらし 健康なくらし 快適なくらし 

 

 

 

①まちづくりの基本理念
・何のために白井市が存在するのか？

白井市に関わる全ての人々が

豊かさと幸せを実感

健全・健康 便利・快適安全・安心

市が大切にしている価値観

安全なまちで
安心なくらし

健全なまちで
健康なくらし

便利なまちで
快適なくらし

「まち」と「くらし」に整理

健全なまちとは？
生活環境が良く調和がとれたまちを指す。



“白井市”第６次総合計画とは

②今後10年間の重要なテーマ

行政のみならず

・市多様な主体の意見を集約したもの

白井市の
現況 ケート

ワーク
ショップ 社会動向×× ×

重要なテーマ

基本理念とこれらのテーマを
踏まえて将来像以降を設定
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今後１０年間の重要なテーマ 

（１）若い世代や子育て世代への支援の充実 

（２）人生１００年時代に向けた福祉の充実 

（３）良好な住環境の維持・整備 

（４）産業の振興 

（５）企業の誘致・雇用の創出 

（６）居場所・交流の場の創出 

（７）施設・インフラの維持管理や利活用 

（８）移動・交通手段の充実 

（９）災害への対策 

（10）環境の保全と活用 

白井市の現況 
（序論 P5-P7） 

各種アンケート 
調査結果 

（序論 P8-P10） 

市民ワークショップ
の結果 

（序論 P11-P12） 

主な社会動向 
（序論 P13-P17） 

× × × 

マーカー部分
重要なテーマの核（伝えたいこと）となる
部分

市民参加・協動による計画づくりを進め、魅力あふれる白井を

次世代に残していくため、子どもの声を施策に反映させる。

白井市第６次総合計画策定方針抜粋

高校生アンケート
若い世代アンケート
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（1）若い世代や子育て世代への支援の充実

（2）人生１００年時代に向けた福祉の充実

（3）良好な住環境の維持・整備

（4）産業の振興

（5）企業の誘致・雇用の創出

（6）居場所・交流の場の創出

①若い世代がライフステージが変化しても安心して
生活できる環境づくり
②充実した教育環境を整備

③健康の維持
④生涯にわたって学ぶ
⑤互いに支え合いながらいきいきと活躍し続けられ
るまちづくり

⑥建物の老朽化などへの対応
⑦空き家や未利用地への対応

⑧持続可能な農業の実現
⑨白井工業団地や商業の活性化

⑩市内に魅力的な働く場を増やす
⑪ポテンシャルを活かした企業誘致

⑫あらゆる人が安心できる場や交流できる場の創出

重要なテーマの核となる部分 抜き出し
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（7）施設・インフラの維持管理や利活用

（8）移動・交通手段の充実

（9）災害への対策

（10）環境の保全と活用

⑭施設やインフラの老朽化などへの対応

⑮既存ストックの有効活用

⑯誰もが気軽に移動できる手段を確保

⑰防災意識の向上

⑱団結して自助・共助・公助によって対応できる体制
づくり

⑲豊かな環境を、後世に残していくとともに活用し
ていくこと

重要なテーマの核となる部分は
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循
環 

挑
戦 

守
り 

みんなでつくり笑顔をつなげる豊かなまち

世代を超えた笑顔と豊かさを未来へつなぐまち

トライ・チャレンジ未来へつなぐ豊かな絆を育むまち

みんなで紡ぎ拓く笑顔のふるさと

市や地域等と連携してまちをつくることで笑顔がつながり、心の豊
かさや自然等、一人一人が豊かさを実感できるまちを目指すという
意味が込められています。

誰もが幸せあふれる笑顔を育み、将来へつなぐことができるまちを
目指すという意味が込められています。

新しいことや困難なことに挑戦し、様々な世代（ライフステージ）
が繋がって、人と人との深い結びつきを形成するという意味が込め
られています。

みんなで持続可能な未来に向かって歩み、笑顔があふれ、豊かで幸
せなまちを目指すという意味が込められています。

1090票

1182票

811票

697票

達成するための白井市の理想像

まちの新陳代謝（「循環」）
するための
新たな「挑戦」と
良さの「守り」

③将来像
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重要なテーマの核となる部分
「６つの目指すまち」に当てはめる

④6つの目指すまち
将来像をより具体化したもの

重要なテーマを「挑戦」と「守り」の
視点で考えて６つのまちを導き出した

作文

※´（ダッシュ）がついた番号
は重複して存在しているもの



①個人でできることは個人で解決する（自助）
②個人でできないときは、まず家庭がサポートする（互助）
③家庭で解決できないときは、地域がサポートする（共助）

て政府が問題解決に乗り出す（公助）
「愛知県Ⅱ補完性の原理と地方分権」より一部抜粋

２ 連携・協働 

地域などでできることや市でできる支
援を整理し、取組を推進する

⑤まちづくりの推進の考え方

１ 共有 
空間（場所）
人材（才能）
情報（技術）など

既存のプラットフォームの活用
・官 連携プラットフォーム（内閣府）
・『関係人口』ポータルサイト（総務省）

地域人材が気軽に参加できる仕組み
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出生 保育 就学 就職 結婚 出産 子育 退職 老後 死亡 

分野横断により複数課題を解決 

課題を共有・認識 

切れ目ない支援
だけではなく

各課が主導の事業も
課題を共有・解決

３ 分野横断 
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60,674 
62,100 

61,100 
60,800 60,800 61,000 

62,441 62,102 

61,002 

59,647 

58,284 
57,047 

54,000

56,000

58,000

60,000

62,000

64,000

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

総人口の将来推計

施策効果を踏まえた推計 社人研推計

  

実績値 推計値 

⑦計画フレーム

計画を定める上での基本的大枠となる目標

６万人以上をキープ
（1）将来人口目標

若い世代や子育て世代への支援
の充実によって、生産年齢人口
や年少人口が増加することを見
込む
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9,647 8,639 7,000 6,500 7,100 
8,300 9,000 

36,567 36,513 37,000 36,400 34,900 
31,900 30,300 

14,460 
17,289 18,000 18,200 18,800 20,600 21,700 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

施策効果を踏まえた推計

年少人口（0-14歳） 生産年齢人口（15-64歳） 老年人口（65歳以上）

 

10%

56%

34%

12%

57%

31%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

年少人口割合 生産年齢人口割合 老年人口割合

令和１７年（２０３５年）の人口割合

社人研 施策効果を踏まえた推計

実績値 推計値 
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（2）将来都市構造

人とみどりの共生ゾーン

人とみどりが共生しなが
ら、まちの発展のポテン
シャルを秘めたエリア
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EBPMとは
エビデンス・ベースド・ポリシー・メイキング

⑧EBPMの考え方に基づく取組展開

根拠 政策

根拠を基に政策を作りましょう
ということ
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ロジックモデルとは
論理

若い世代が定住するまち

安心して子育てできる環境

経済支援が多い

子どもが預けやすい

環境

魅力ある住宅 住みたい新居がある

魅力ある教育

What型ロジックツリー

何か？

何か？

施策の論理的な構造

何か？



第６次前期基本計画の施策体系図のイメージ 

将
来

像

若い世代が定住したいまち

○○○○○○○○○○

誰もが交流し支え合えるまち

自ら学び育ちチャレンジできる
まち

白井らしい環境が残るまち

新しい産業が栄えるまち

災害に強いまち

将来像 ６つの 指すまち（ 期 標） 取組（中期目標） 

ロジックモデルに基づき基本計画を策定する
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便利なまち 

安心なくらし 健康なくらし 快適なくらし 

 

 

 



Ⅱ-2 

 

 

 

 

 

 

今後１０年間の重要なテーマ 

（１）若い世代や子育て世代への支援の充実 

（２）人生１００年時代に向けた福祉の充実 

（３）良好な住環境の維持・整備 

（４）産業の振興 

（５）企業の誘致・雇用の創出 

（６）居場所・交流の場の創出 

（７）施設・インフラの維持管理や利活用 

（８）移動・交通手段の充実 

（９）災害への対策 

（10）環境の保全と活用 

白井市の現況 
（序論 P5-P7） 

各種アンケート 
調査結果 

（序論 P8-P10） 

市民ワークショップ
の結果 

（序論 P11-P12） 

主な社会動向 
（序論 P13-P17） 

× × × 
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Ⅱ-5 

循
環 

挑
戦 
守
り 
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Ⅱ-10 

60,674 
62,100 

61,100 
60,800 60,800 61,000 

62,441 62,102 

61,002 

59,647 

58,284 
57,047 

54,000

56,000

58,000

60,000

62,000

64,000

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

総人口の将来推計

施策効果を踏まえた推計 社人研推計

  

実績値 推計値 
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9,647 8,639 7,000 6,500 7,100 
8,300 9,000 

36,567 36,513 37,000 36,400 34,900 
31,900 30,300 

14,460 
17,289 18,000 18,200 18,800 20,600 21,700 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

施策効果を踏まえた推計

年少人口（0-14歳） 生産年齢人口（15-64歳） 老年人口（65歳以上）

10%

56%

34%

12%

57%

31%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

年少人口割合 生産年齢人口割合 老年人口割合

令和１７年（２０３５年）の人口割合

社人研 施策効果を踏まえた推計

実績値 推計値 
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